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　アジア・オセアニア地域におけるファンドビジネスの相互拡大を狙っ

た「アジア地域ファンドパスポート」（ARFP）への取組みが本格化し

てきている。日本の投資信託の国際化という課題が言われて久しいが、

ここにきて官民挙げて、インフラや法制面に至るまで、踏み込んだ議論

が行われていることは大変に喜ばしい。投資信託業界に関わる者とし

て、日本の投資信託国際化の実現に向けて考える所を記させていただき

たい。

　投信の国際化とは、平たく言えば、海外の良い投信を日本で購入した

り、日本の良い投信を海外で販売したりすることを促進することだ。こ

れは世界中の投資家に利益をもたらす。海外の投信を日本で購入するこ

とを「輸入」、日本の投信を海外で販売することを「輸出」と定義した

とすると、輸入の方は十分に進んでいるのだが、輸出の方は、全く手付

かずというしかない状況だ。

　投信の輸入と輸出の現状を数字で見てみると、まず輸入の方は、国内

で販売される公募外国籍投信の残高は、2016年の10月末では5.1兆円と

なっている。また日本のファンド・オブ・ファンズから外国投信に投資

しているケースは、厳密な分類は難しいので、おおまかな推計となるが、
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